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令和６年度 安全な農畜水産物安定供給のための 
包括的レギュラトリーサイエンス研究推進委託事業 

「持続可能な農林水産業推進とフードテック等の振興に対応した未来の食品安全プロジェクトのうち、  
気候変動を考慮したかび毒汚染実態解明並びに汚染低減に関する研究」 

研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

「かび毒産生菌分布の実態把握と気象要因の関連の解析」（小課題１）では、フザリウム属菌につ

いて30年前当時の分離方法を再現してコムギ穂上の菌種調査を開始し、またアフラトキシン（AF）産

生菌について各地から土壌および落花生等のサンプリングを行った。「かび毒分析技術の高度化と栽

培管理による麦子実のかび毒蓄積の変動解析」（小課題２）では、デオキシニバレノール（DON）の

配糖体の生成条件の探索を行い、直接競合ELISAのキット化やSPRイムノセンサの構築条件の検討を

行った。またイオン化の種類が異なる質量分析イメージング装置で解析条件を検討するとともに、本

年度宮城県にて収穫された麦試料において、栽培管理が病徴発現ならびにかび毒蓄積に与える影響を

解析した。 
 

１．小課題① かび毒産生菌分布の実態把握と気象要因の関連の解析  

（１）30年前と現在のかび毒産生フザリウム属の菌種分布比較 
30年前当時のフザリウム属菌の分離方法が再現できたことを確認し、その方法を使って東日本

の５県（５ヶ所）でコムギ穂を採集してフザリウム属菌種の出現頻度を調査した。 
 

（２）AF産生菌の分布実態調査と農作物のAF汚染機序の解析 
土壌および落花生等の農産物を入手し、一部試料でAF産生菌が検出されることを確認した。試

料の選定とスクリーニング手法に問題が無いことが確認された。 

 

（３）気候変動によるかび毒産生菌の分布予測モデルの構築 
Aspergillus属真菌 （AF産生菌）の生息または産生条件に関する情報が記載されている49論文

から計2342のAF産生菌環境応答データセットを作成するとともに、令和５年度に構築したAF産
生菌検出データセットから、その地理的分布を規定する気候要因を特定して、将来の分布可能域

の推定を試行した。 

 

２．小課題② かび毒分析技術の高度化と栽培管理による麦子実のかび毒蓄積の変動解析 

（１）DON及びその類縁体の免疫測定法の開発 

価格が高価なので大量入手が困難なDON-3-グルコシドの合成方法を見出した。まだ、収量は

10 mg未満だが、合成に成功しつつあるといえる。また新たなモノクローナル抗体(MoAb 
MDN10など)を作製し、免疫測定法に適用した。免疫測定法の開発においては、ニバレノール

（NIV）測定用の直接競合ELISAのキット化とDON測定用のSPRイムノセンサを構築し、社会

実装に適した性能を示すことを確認した。 

 
（２）質量分析イメージング法を用いたかび毒分布評価技術の開発 

DESI-QQQによるDON誘導体（配糖体およびアセチル体）の分析条件の検討を行った。選別

したDONおよびDON誘導体高蓄積大麦粒のDESI-MSIによる分布可視化を行っている。ハイパ



 

 

ースペクトル画像が不透過大麦・小麦粒のかび毒のLC-MS/MS定量を行っている。また、MALDI-
MSIのためのかび毒の測定条件、およびフザリウム菌の蛍光顕微鏡観察手法の検討を進めている。 

 
（３）栽培管理による麦子実のかび毒蓄積の変動 

宮城県古川農業試験場と農研機構九沖研における小麦・大麦圃場にて、栽培管理の異なる子実

試料の２年目と１年目のサンプリングを行い、農研機構食品研にて前処理後、基盤研にてLC-
MS/MSによりDON・DON配糖体等のかび毒の定量を行っている。また、透過光画像を利用した

大麦のかび毒高濃度汚染粒選別技術の開発に向けた検討を進めた。 


